
 

 

  

 

  

                                                   WEEKLY  REPORT 

 
《会報編集委員》平野崇広・尾崎直人・佐久間音弥・廣瀬淳一 

        ・本間紗也香・佐藤友紀 社会奉仕基金：２,１０７ 円 

＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 佐久間 会員(２/2)＞ 
 
・会員増強・基盤向上委員会 
 クラブの強みを明確化（梨狩り、会員の業種、専門分野、知識など） 
 入会予定人数（目標）を明確化 
・広報・公共イメージ向上委員会 
 外部の人がロータリーについてどう感じるか？が重要。 
 地域社会に対してクラブが行っている活動を知ってもらうためアピールを積極的に、 
・フェローシップ・親睦活動委員会 
 野球リーク、バイク同好会、スリランカクラブ 
 女性ロータリアンフェローズ 交流会を目的に、現在186名が在籍しています。 
 プラモデル同好会などの活動があるそうです。 
 大懇親交流会が11/15にあるそうです、新たなビジネスマッチングを目的に開催予定です。 
 
次に各委員会に分かれてグループディスカッション 
テーマは「過去に良かった親睦活動はありますか？」 
＜テーブルで出た活動＞ 
日帰り旅行、独身限定のイベント、BBQ、ゴルフ、東京タワー、つり、イベント＋食事、すいか割
り、ビンゴ大会、音楽鑑賞など。オープン例会…他クラブ、クラブ外の方も参加し会員増強も視
野に入れたオープンな例会を行っているそうです。 
最後に会員増強活動で面白い発表について報告いたします。 
 
冨里ロータリークラブの会員増強活動 
入会予定者の方に「入会推薦認定書」を渡す。 
クラブのすべての人があなたが入会するのを認めています、という推薦状。 
もらった側は、気分が良い、「じゃー入ろうか」となる。 
 
松戸ロータリークラブの会員増強活動 
うちのクラブは逆にあまり入れない方針、入れない方針だからこそ「入りたい」という方が出て
くる。そして5年、10年とクラブを続けていただける、とのことです。 
以上が報告です。 

＜本日のニコニコ発表 中原ニコニコ委員 ＞ 
 

中原光男会員 

コメント 
松戸、ロータリー5クラブゴルフ大会にて 

「エージシュート」を達成しました。 

嬉しい事です。ニコニコします。 

＜5クラブ親睦ゴルフ大会 松戸北ロータリークラブ 優勝＞ 
 

関幹事 
松戸5クラブ親睦ゴルフ大会にて、松戸北ロータ

リークラブが優勝いたしました。自分が入会してか

ら初めてのことです。優勝トロフィーは事務所に

飾っておきます！ 

 

国際ロータリー 第2790地区 第13グループ 
 

松戸北ロータリークラブ会報 

 

第2484回 例会2025年5月21日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国 際 ロ ー タ リ ー 会 長  ｽ ﾃ ﾌ ｧ ﾆ ｰ ･ ｱ ｰ ﾁ ｯ ｸ  

■第2790地区ガバナー    寒郡 茂樹 

■第13Gガバナー補佐     尾崎 裕一     

■松戸北ロータリークラブ会長 柳 孝実 

■松戸北ロータリークラブ幹事 関 征啓 

  例会出席率 54.8％ 

  「四つのテスト」 言行はこれに照らしてから 

 

          １・真実かどうか 

          ２・みんなに公平か 

          ３・好意と友情を深めるか 

          ４・みんなのためになるかどうか 

2024-2025年度 
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＜第２４８4回 例会プログラム＞                       
12：3０ 点鐘 柳孝実会長 

                          ロータリーソング斉唱 ♪我等の生業 

12：33 お客様紹介 野澤新之助会長エレクト 

12：3５ 会食 

 

13：00 例会再開 会長挨拶 柳孝実会長 

             幹事報告 関征啓幹事 

13:10 地区研修・協議会部会報告②  柳会長、小澤

(直)会員、大川(隆)会員、平田会員、佐久間会員 

13:20 委員会報告 

      諸事お祝い・出席率発表 出席親睦委員会 

      本日の社会奉仕基金発表 社会奉仕委員会                         

      本日のニコニコ発表 ニコニコ委員会 

 

12:３0 点鐘/4つのテスト唱和 柳孝実会長 

 

  

＜会長挨拶 柳孝実会長(1/2)＞                       
皆さん、こんにちは。 

5月15日(木)に開催された5クラブ親睦ゴルフ大会

において、松戸北クラブが優勝いたしました。私が入

会した2015年ですが、その間ずっと優勝から遠ざ

かっておりましたので、久しぶりの優勝となりました。

またその試合において、中原会員が見事にエイジ

シュートも達成されたと伺っております。私は実力不

足で参加できませんでしたが、会長年度に優勝できた

という事は、私自身にとっても記憶に残る忘れがたい

思い出の一つとなりました。今回優勝できたことで、

今後のゴルフ同好会の活動が一層盛り上がっていけば幸いです。ご参加いただいた選手

の皆さま、そしてエイジシュートを達成された中原会員、誠におめでとうございました。 

 

続きまして5月17日(土)に『米山奨学生・カウンセラー第一回研修会』にハーさんと一緒

に参加して参りましたのでご報告させていただきます。今回は地区委員、米山学友、奨学

生、カウンセラーを交え、8グループに分かれてのグループディスカッションが行われ、「全

員の自己紹介、奨学生の例会に参加した感想、クラブでの奨学生の様子や受け入れ態勢、

地区委員への質問」などについて意見交換を行い、その後各グループの代表者が話し

合った内容の発表を行いました。 

 

また米山奨学生は各クラブの例会で卓話を行う義務があり、全員が必ず一回は他クラブ

を訪問し卓話を行いますので、地区委員より卓話についての説明がありました。9月から

始まり来年の3月まで奨学生が依頼のあったクラブを訪問し卓話を行います。  
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＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 大川隆永 会員(2/2)＞ 
因みに、次年度の国際ロータリーの会長は「マリオ・セザール・マルティンス・デ・カマルゴ」とい

う方で、所属クラブは、ブラジルのサンパウロにございます「Santo Andre ロータリークラ

ブ」との事です。 

  

マリオ会長のメッセージでは冒頭から、「会員増強こそが最優先事項であり、最大の課題であ

り、組織全体で力を注ぐことが不可欠である」と、この様に述べられておりました。 

 

また、「会員増強」とは、総じて言うと「ロータリーの使命を継承して行くことである」との事で

した。 

 

その「ロータリーの使命を継承していく為」には、これから申し上げます三つの事が重要である

との事でしたので、皆様にご紹介させて頂きます。 

 

まず、第一に「誰も永遠には生きられない」という事を認識しなければなりません。クラブの高

齢化に対する唯一の策は、絶えず新会員を迎え入れることです。 

 

第二に、会員数が増えれば奉仕の力も広がります。会員が増えるということは、奉仕に参加す

る人が増え、地域社会にさらに多くのリソースを投入できることを意味します。 

第三に、後継者育成計画が重要です。クラブは成長するか、衰退するかの何れかであり、後継

者の育成計画が無ければ安定した会員基盤というものはありません。 

一般的に「会員増強」とだけ聞くと難しいものであると考えてしまう会員が多いかと思われま

すが、次年度は、是非皆様も単に「会員増強」では無く「会員増強」=「北クラブの使命を未来の

新入会員達が継承していくものである」という考えを持って会員増強活動にご協力頂きたい

と思いますので、宜しくお願い致します。 

＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 佐久間 会員(1/2)＞ 

■出席・親睦委員会 

 
4/29に行われた地区協議に参加しましたので報告いたします。 

午後からの部会別会議で私は管理部会に参加いたしました。 

管理部会は以下3つの委員会合同でした。 

 

・会員増強・基盤向上委員会 

・広報・公共イメージ向上委員会 

・フェローシップ・親睦活動委員会 

 

内容ですがまずは来年度の方針説明が各委員長からありました。 

（次ページに続く） 
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＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 平田会員＞                     

■米山記念奨学会委員会  
次年度米山奨学委員会委員

長予定者の平田です 

まず、私が所要で出席でき

なかったので5月１０日・１７

日と会長が出席いただきあ

りがとうございました 

 

裕福な奨学生に援助するよ

り国内（日本人）に援助した

ほうが良いのではないかと

の意見もあるようですが、 

この事業は外国人を受け入

れ友好国の懸け橋、戦争を

起こさない世界を作る事も

目的の一つになっています。 

 

ご理解よろしくお願いします 

会員メンバーで意識を合わ

せ懸け橋となる奨学生との関係を深めていきましょう。 

 

  

＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 大川隆永 会員(1/2)＞                     

■会員増強・職業分類委員会  
 

皆さん こんにちは 

4/29に海浜幕張で開催さ

れました地区ラーニングセミ

ナーに次年度の会員増強委

員長(予定者)として出席し

て参りました。 

  

毎年、ラーニングセミナーで

は、次年度の国際ロータリー

会長のテーマや方針、そして

目標等がメッセージ動画とし

て示される訳ですが、その会

場で視聴した会長メッセージ

の中で会員増強に関して、私

なりに共感した部分がござ

いましたので、その点につい

て、ご報告をさせていただきます。(次ページに続く) 
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＜会長挨拶 柳孝実会長(2/2)＞ 
卓話内容については①自分自身の母国、家族、趣味について②なぜ日本を留学先に選んだの

か、日本に来て感じた事、母国との違いなど③どんな研究をしているか、その研究が将来社会

にどう役立つか④将来の夢や目標⑤日本文化との出会いやロータリー会員との交流を通じ

て、楽しかったことや嬉しかったこと⑥米山奨学金やロータリー会員と出会って何が変わった

か、感謝していることなどについて、20分で話せるようにするとのことでした。また皆に興味

を持って話を聴いてもらう為に、写真や図を多用したパワーポイントを使用して話をすること

を推奨されていました。一度所属クラブで卓話をするとよい練習にもなるとのことでしたの

で、ハーさんにも他クラブで卓話をする前に、卓話をしていただこうと考えております。 

 

また年間予定表が配られ、奨学生が参加を義務付けられている義務出席のイベントのほか任

意で出席できるイベントの説明がありました。任意参加ですが10月10日(金)に行われる佐原

の山車祭りはユネスコ無形文化遺産に登録されており、日本文化に触れるという意味でも特

にお勧めされておりましたので、参加者を募って皆さんと参加するのも良いかと思いました。 

最後に卓話を経験されてきた米山学友全員から一人ずつ奨学生に対してのアドバイスの発表

があり、研修会は終了となりました。次回は6月28日の第二回奨学生・カウンセラー研修会が

開催されます。 

 

研修会終了後は出席者が全員参加しての大懇親会が千葉市内の中華料理店で開催され、親

睦を深めることができました。懇親会のなかで今回も地区委員、カウンセラー、奨学生と色々

な話をすることができ、気付きがありました。 

カウンセラーを経験された後に地区委員になられた方からは、例会への出席は奨学金を受け

とる時だけでなく、時間のある時は積極的に参加して構わないと教えていただきました。実際

その方がカウンセラーをした奨学生は毎回例会に出席していたそうです。 

また例会に出席した時に奨学生としてではなく、会のメンバーとして役割をもらえたことが嬉

しかったという中国出身の奨学生もいました。奨学生にも役割を作ってあげることでクラブメ

ンバーとして居場所ができ、より心地よく過ごしてもらえるのではないかと気付きを与えてい

ただきました。 

また若者の夢に触れることもできました。ベトナムの少数民族だという奨学生は故郷のコー

ヒーを日本に輸出して、故郷の産業を活性化して豊かにするために、商社に就職したいと語っ

ていました。中国出身で東京理科大の大学院で研究している奨学生はパナソニックに入社し

てもっと色々な研究をしてみたいと話していました。彼らは夢にあふれていて我々に元気を

与えてくれます。そんな彼らも就職活動には苦労していると話していました。彼らは少なくと

も2か国語以上の言語を操り、コミュニケーション能力に優れ、専門的な勉強をしていて、明確

な夢や目標も持った優秀な学生です。私が20代の頃よりもはるかに優秀です。そんな学生た

ちでも売り手市場といわれる今の日本で就職が難しいという現実に驚きを隠せませんでし

た。 

 

ネパール出身でニトリへの就職が内定した奨学生はとても社交的で、前回のピクニックデーで

ハーさんと同じグループだったこともあり、是非松戸北ロータリークラブで卓話をさせてくだ

さいと言ってくれました。私は彼の夢をもっと聞いてみたいと思いました。双方の了解があれ

ば卓話者を指名することが可能なので、是非彼に卓話に来ていただければと考えています。 

このように楽しいだけでなく、色々な出会いや学びのある研修会と懇親会でした。 

以上、研修会の報告ならびに会長挨拶とさせていただきます。  
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＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 柳会長＞                     

■奉仕プロジェクト部会への参加報告 
 

職業奉仕委員会

では、地区の職業

奉仕委員会が中

心となってＶＴＴ

(職業研修チーム)

を実施すると報

告がありました。 

 

ＶＴＴとは専門知

識を持ったチーム

が、他国へ渡航

し、技術支援・教

育・研修を行うプ

ログラムです。 

今回は植草学園

大学の理事長が

会員であることか

ら、理学療法学専

攻科、作業療法学専攻科の教授、先生方、学生協力を得て、ラオスを訪問する予定です。 

ラオスではバイクの事故が大変多いが、ケガの治療が中心で、機能を回復させる機関がな

く、そもそも病後の社会復帰へのリハビリテーションという概念がないそうです。 

そこで専門職業研修チームとして理学療法士、作業療法士を派遣し、専門知識や技術指導

を行う予定です。 

 

国際奉仕委員会では、引き続き『ＴＳＵＮＡＧＵ２７９０』を周知するためにプロジェクトセミ

ナーを定期的に開催し、より多くのクラブに活用してもらうことを目指していく方針です。

地区補助金とは全く別のシステムなので地区補助金と併用して更に活動の幅を広げるこ

とを推奨されていました。 

 

社会奉仕委員会では、ロータリー財団の7つの重点項目の一つである『環境』をテーマとし

た『自然との共生』を認識してもらう為のイベントを開催していきます。 

 

8月30日(土)に奉仕プロジェクト委員会合同セミナーを開催し、2030年までに国土の

30％を自然環境エリアとして保全することを定めた環境省主導の『３０ｂｙ３０』の概要を

周知し、10月にはワークショップを開催し、環境省認定の『自然共生サイト』を訪問し、識

者による講演を行う予定です。 

環境省では国立公園などの『保護地域』と保護地域以外の場所で生物多様性を効果的か

つ長期的に保全しうる地域である『ＯＥＣＭ』を自然環境エリアとして保全していくことを

目指しています。『自然共生サイト』は全国には328か所、うち千葉県には11か所ありま

す。  
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＜地区研修・協議会 4/29 参加報告 小澤直之会員＞ 

■青少年プロジェクト部会 
 

青少年プロジェクト

統括委員会の５つの

委員会から方針説明

がありました。 

 

①インターアクト委員

会 

行動計画の一例を挙

げますと、2790地

区には13のインター

アクトクラブがあり

その推奨クラブとの

信頼関係を深めるよ

うにバックアップす

るとの事です。 

 

②青少年交換委員会 

交換留学生をサポートする委員会で、留学生は基本千葉県に在学する中学３年生から

高校２年生が対象。ロータリーが費用等を支援して海外に派遣する仕組みで１年間

の長期派遣と２カ月の短期派遣があるそうです 

次年度の申し込み期限は8月8日です。 

 

③RYLA委員会 

次年度のRYLAは2026年2月22日・23日の2日間、 岩井海岸で開催するとの発表

がありました。 

 

④ローターアクト委員会 

ローターアクトクラブ（18歳以上の男女の集うクラブ）のような次世代の地域リーダー

の育成をフォローアップする委員会として活動しているとの事です。 

 

⑤地区危機管理・災害対策委員会 

昨今、問題視されているハラスメント等を学んだうえで、それを防いでいこうというよ

うな活動を推進している委員会であると解釈しました。 

 

8月23日にTKPガーデンシティ千葉にて「危機管理セミナー」が開催されるとの事な

のでご興味のある方はご参加下さい。次年度に入ったら展開されると思います。 


